
令和 5年 8月31日現在

人　口 世帯数
富谷市 52,227 20,292
大和町 27,991 12,371
大郷町 7,657 2,944
大衡村 5,520 2,057
計 93,395 37,664

令和 5年 8月31日現在

くろかわ広
域

地域の人口・世帯数
～子どもたちへの

防火防災普及活動～
　８月６日（日）に第29回まほろば夏まつりにお
いて、当消防本部ではこども消防車や顔出しパネ
ルの展示を行いました。実際に車両に乗った子ど
もたちの輝いた笑顔を見ることができ、中には職
員の真似をして敬礼をする子や、将来は消防士に
なりたいという子もいました。

令和５年10月１日発行　No.106
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年
度

決
算
報
告

一
般
会
計

　

令
和
５
年
第
４
回
議
会
定
例
会
で
、
令
和
４
年
度
の
黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計
、
介
護
認
定
審
査
会
特
別
会
計
、
障
害
支
援
区
分
認
定

審
査
会
特
別
会
計
、
病
院
事
業
会
計
及
び
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳入
　歳入総額は28億1,682万４千円であり、前年度
と比較して、６億5,505万６千円（30.3％）の増とな
りました。組合の主な財源は各市町村からの負担
金で、その内訳は下段のとおりとなっております。

歳入説明
分担金及び負担金 当組合を構成する市町村からの負担金

使用料及び手数料 黒川浄斎場の使用料、し尿及び浄化槽汚泥処分手数料、
消防法に規定する危険物の許認可に係る手数料等

国 庫 支 出 金 福島県沖地震で被災したごみ処理施設の災害復旧に対
する補助金等

県 支 出 金 県から移譲された事務に対する交付金

財 産 収 入 財政調整基金の預金利子や車両売却による財産売払収
入等

繰 入 金 財政調整基金からの繰入金

繰 越 金 前年度の会計で収入から支出を差引いた本年度会計の
繰越金

組 合 債 公共施設整備等のための借入金

諸 収 入 上記以外の収入

負担金内訳表　� （単位：千円）
構成市町村各種会計 富谷市 大和町 大郷町 大衡村 合　計

一 般 会 計 691,545 807,310 343,911 305,097 2,147,863
一
般
会
計
内
訳

総 務 費・ 議 会 費 48,184 32,869 19,942 18,636 119,631
民 生 費 20 20 20 20 80
衛 生 費 23,695 338,969 137,066 126,945 626,675
消 防 費 619,646 435,452 186,883 159,496 1,401,477

介護認定審査会特別会計 4,620 4,130 2,119 1,613 12,482
障害支援区分認定審査会特別会計 338 295 179 102 914
病 院 事 業 会 計 49,402 285,004 71,252 69,352 475,010

合　　　計 745,905 1,096,739 417,461 376,164 2,636,269
●富谷市はごみ処理を市単独で行っているため、衛生費のうちのごみ処理費に係る経費の負担はありません。
●訪問看護ステーション事業会計に係る構成市町村の経費の負担はありません。

分担金及び負担金
2,147,863
（76.2％）

国庫支出金
7,072（0.3％）

繰越金
84,753（3.0％）

使用料及び手数料
18,648（0.7％）

〔単位：千円〕

歳入総額
2,816,824

組合債
454,500
（16.1％）

繰入金
61,553（2.2％）

財産収入
1,131（0.1％未満）

県支出金
65（0.1％未満）

諸収入 41,239（1.5％）

2広域くろかわ No.106



歳出

差引

　歳出総額は26億5,311万３千円であり、前年度と比較して、５億8,609万８千円
（28.4％）の増となりました。主な実施事業につきましては、下段のとおりとなっ
ております。

　歳入歳出差引算残額は１億6,371万１千円で、そのうち翌年度への繰り越すべき
財源は6,172万7千円、実質収支は１億198万４千円となり、5,100万円を財政調整基
金に積み立てました。

歳出説明
議 会 費 議会の開催に要した経費

総 務 費 人事や給与の管理、事務所庁舎等の管理、広報
誌の発行、監査等に要した経費

民 生 費 老人ホーム入所判定委員会の開催に要した経費

衛 生 費
黒川浄斎場（火葬場）、環境衛生センター（し尿
処理）、環境管理センター（ごみ処理）、一般廃
棄物最終処分場の各施設の運営に要した経費

消 防 費 火災、救急の出場、火災予防業務、救急救命に
要した経費

公 債 費 地方債の元利償還に要した経費

主な事業　� （単位：千円）
事　業　名 事業費

衛 生 費

保健衛生総務費 ・�第３期循環型社会形成推進地
域計画策定業務委託 1,870

火 葬 場 費 ・火葬等業務委託
・火葬炉設備修繕工事

17,193
5,137

し尿処理費
・し尿処理施設管理業務委託
・し尿処理施設整備工事
・汚泥脱水機整備工事

19,910
8,129
1,980

ごみ処理費

・焼却施設運転管理業務委託
・�焼却施設主要設備点検整備・清掃業務委託
・�粗大ごみ処理施設精密機能検査業務委託
・ごみ焼却施設整備工事
・粗大ごみ処理施設整備工事
・�廃プラスチック処理施設整備工事

53,900
59,400
2,728
31,900
40,260
5,544

最終処分場費

・�一般廃棄物最終処分場施設維持業務委託
・浸出水処理施設整備工事
・�最終処分場遠心脱水機整備工事
・�最終処分場搬入路アスファルト舗装工事
・�防災調整池法面シート補修工事
・�砂ろ過･活性炭入替及び処理槽清掃工事

15,797
8,283
6,803
4,950
2,200
2,101

消 防 費

常備消防費

・�富谷消防署ユニットバス及び
システムキッチン交換工事
・大郷出張所排煙装置修繕工事
・自動心マッサージ器更新
・空気呼吸器及び空気ボンベ購入

3,289
1,320
3,165
1,930

消防施設費 ・�高機能消防指令センター及び消防
救急デジタル無線総合整備工事 520,630

庁舎建設事業費 ・新消防庁舎基本設計業務委託
・新消防庁舎実施設計業務委託

10,670
26,070

災 害 復 旧 費

ごみ処理施設
災害復旧費

・�ごみ焼却施設煙突内部清掃点検業務委託
・ごみ焼却施設災害復旧工事
・粗大ごみ処理施設災害復旧工事

2,310
11,000
3,542

消 防 施 設
災害復旧費

・�大郷出張所庁舎周囲災害復旧
工事 2,970

　当組合は、構成市町村（富谷市、
大和町、大郷町、大衡村）の事務
を共同処理しており、構成市町村
からの負担金が主な財源です。

市町村負担金（各種会計合計）

〔単位：千円〕

歳出総額
2,653,113

衛生費
586,466
（22.1%）

消防費
1,790,597
（67.5%）

公債費
127,329（4.8%）

災害復旧費
19,822（0.7%）

議会費 2,365（0.1%）
総務費 126,481（4.8%）

民生費 53
（0.1%未満）

745,905千円745,905千円

417,461千円417,461千円

376,164千円

1,096,739千円
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介護認定審査会特別会計 障害支援区分認定審査会特別会計
　介護保険法に基づき、要支援、要介護について
の二次判定をするための審査会を年間100回（う
ち82回は新型コロナウイルス感染症対策により書
面審査）開催し、審査件数2,620件の適切な判定
を行いました。 （単位：千円）

区　分 歳　入 歳　出 差　引 摘　要
介 護 認 定 審 査 会 特 別 会 計 12,725 11,665 1,060 介護認定審査会の開催に要した経費
障害支援区分認定審査会特別会計 953 905 48 障害支援区分認定審査会の開催に要した経費
※介護認定審査会特別会計・障害支援区分認定審査会特別会計における、歳入歳出差引残高は、翌年度へ繰越しました。

　患　者　数（令和４年４月１日～令和５年３月31日）　� （単位：人）

診療科 一　　　般　　　病　　　棟 回復期
病　棟内　科 小児科 外　科 整形外科 産婦人科 眼　科 耳鼻咽喉科 泌尿器科 皮膚科 合　計

入
院

延 18,344 0 1,871 5,030 7 0 0 97 0 25,349 15,605
１日 50.2 0 5.1 13.8 0.1 0 0 0.2 0 69.4 42.8

外
来

延 29,880 2,225 7,394 4,405 1,809 1,527 1,268 4,078 1,739 54,325 ―
１日 101.6 10.3 30.3 18.1 8.0 16.2 13.5 19.6 19.3 185.4 ―

　障害者総合支援法に基づき、障害支援区分を判
定するための審査会を、年間12回（うち10回は新
型コロナウイルス感染症対策により書面審査）開
催し、審査件数161件の適切な判定を行いました。

病 院 事 業 会 計 訪問看護ステーション事業会計
　公益社団法人地域医療振興協会に管理運営を委
ねて18年を経過する中、指定管理者においては、
医師体制の充実を初め、介護事業、保健予防事業
など着実に地域医療の充実に努めています。

（単位：千円）
区　　分 収　入 支　出 差　引 摘　要

病院事業会計

収益的収支 205,629 386,161 ▲180,532 病院の経営状況
（医　業） （10,000） （356,143）（▲346,143） 医業サービス提供による収支
（医業外） （195,624） （29,976） （165,648） 医業サービス以外の収支
（特別損益） （5） （42） （▲37） 過年度損益の修正
資本的収支 407,083 407,081 2 病院施設、設備の整備

訪問看護ステー
ション事業会計

収益的収支 1 0 1 訪問看護ステーションの経営状況
（事　業） （0） （0） （0） 訪問看護サービス提供による収支
（事業外） （1） （0） （1） 訪問看護サービス以外の収支

　病院事業と同様、公益社団法人地域医療振興協
会に管理運営を委ねています。
　在宅で生活を保持できるように、個々の利用者
のニーズに応じた訪問看護サービス事業を提供し
ました。

公立黒川病院の経営状況“資金不足なし”
　令和４年度公営企業会計資金不足比率について

　令和４年度決算に基づき算定された公営企業会計は、病院事業会計、訪問看護ステーション
事業会計とも資金不足額がなく、資金不足比率は算出されておりません。

　� （単位：％）

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

病 院 事 業 会 計 − （20.0）

訪問看護ステーション
事 業 会 計 − （20.0）

備　考
１�　資金不足比率とは、公営企業会計において、営業収支に対
する手持ち資金の不足額の割合のことであり、数値が低いほ
ど健全な経営状況であるとされているものです。

２�　資金不足額がない場合は「―」と標記しています。
３�　経営健全化基準とは、資金不足比率がどのような状況にあるのかを
判断する基準として設けられているものです。資金不足比率が経営健
全化基準を超えた場合、経営健全化計画を策定しなければなりません。
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議 会 報 告
❖ 令和５年第３回臨時会（令和５年７月４日） ❖

❖ 令和５年第４回定例会（令和５年８月８日） ❖

議案第17号 　令和５年度黒川地域行政事務組合一般会計補正予算（第１号）
【議案は可決されました】

議案第18号 　黒川地域行政事務組合火災予防条例の一部を改正する条例
議案第19号 　令和５年度黒川地域行政事務組合一般会計補正予算（第２号）
認定第１号 　令和４年度黒川地域行政事務組合一般会計歳入歳出決算の認定について
認定第２号 　�令和４年度黒川地域行政事務組合介護認定審査会特別会計歳入歳出決算の

認定について
認定第３号 　�令和４年度黒川地域行政事務組合障害支援区分認定審査会特別会計歳入歳

出決算の認定について
認定第４号 　令和４年度黒川地域行政事務組合病院事業会計決算の認定について
認定第５号 　�令和４年度黒川地域行政事務組合訪問看護ステーション事業会計決算の認

定について
報告第１号 　�令和４年度黒川地域行政事務組合公営企業会計に係る資金不足比率の報告

について
【全ての議案が可決認定されました】

消
防
年
報
に
つ
い
て

千
坂　
裕
春 

議
員
（
大
和
町
）

質
問
者 一
般
質
問

�　

�　

発
行
の
目
的
と
し
て
、
今
後
の
消
防
防
災
行
政
の
合
理
的

な
運
営
と
消
防
力
の
充
実
強
化
に
資
す
る
と
と
も
に
、
消
防

行
政
の
実
態
を
広
く
一
般
に
紹
介
し
防
災
思
想
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
し
た
も
の
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

以
下
に
理
事
長
に
伺
う
。

　

①
発
行
部
数
と
配
布
先
は
。

　

②�

例
え
ば
、
防
火
対
象
物
立
入
検
査
実
施
件
数
の
項
目
で
は
、

実
施
件
数
の
記
載
と
併
せ
て
、
実
態
を
よ
り
詳
細
に
把
握

で
き
る
改
善
指
摘
件
数
、
改
善
件
数
の
記
載
を
併
せ
て
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

�　

�　

発
行
部
数
に
つ
い
て
は
、
１
０
０
部
と
な
り
、
配
布
先
に

つ
い
て
は
、
構
成
市
町
村
、
組
合
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
県

内
各
消
防
本
部
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
、
広
く
周
知
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

�　

防
火
対
象
物
立
入
検
査
実
施
件
数
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

重
大
な
違
反
か
ら
軽
微
な
違
反
ま
で
多
様
で
あ
り
、
違
反
の

多
く
は
軽
微
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
消
防
本
部
で
は

掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

�　

な
お
、
自
動
火
災
報
知
設
備
な
ど
未
設
置
の
重
大
な
消
防

法
令
違
反
が
あ
る
対
象
物
に
つ
い
て
は
、「
違
反
対
象
物
公

表
制
度
」
に
基
づ
き
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
お

り
ま
す
が
、
現
在
該
当
す
る
対
象
物
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
�　

今
後
も
、
黒
川
地
域
の
安
心
・
安
全
確
保
の
た
め
の
情
報

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問答
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人事行政運営状況の公表
地方公務員法の規定により、職員の任用、給与などの人事運営状況についてお知らせします。
詳しくは、組合のホームページ（https://www.kurogyou.jp）をご覧ください。

①職員の任免に関する状況
　（令和４年４月１日から令和５年３月31日）

区分 行政職 消防職 労務職 医療職 合計
採用 １人 ５人 ０人 ０人 ６人
退職 ０人 ４人 １人 ０人 ５人

＊退職の内訳
　　定年退職４人
　　普通退職１人

③部門別職員数の状況（各年４月１日現在）
区　　　　　分 職　　員　　数

対前年増減数
部　　　　　門 令和３年度 令和４年度

普 通 会 計 部 門

一般行政
部 門

総　　務 10人 12人 ２人
民　　生 1人 1人 ０人
衛　　生 16人 15人 ▲ １人

消　防　部　門 147人 149人 ２人
小 　　　　　 計 174人 177人 ３人

公営企業等会計部門 病　院　部　門 1人 1人 ０人
合　　　　計 175人 178人 ３人

（注）１　職員数は特別職を除いた職員数です。

②職員の定数の状況
　（令和４年４月１日現在）

区　分 条例定数 職員数
理事会の事務部局 35人 29人
消防の事務部局 167人 149人

計 202人 178人

１ 職員の任免及び職員数に関する状況

①人件費の状況（令和４年度普通会計決算）

区　分 歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
（Ｂ/Ａ）

（参考）
令和３年度の人件費率

令和４年度 2,665,700千円 164,818千円 1,209,343千円 45.4％ 57.1％

②職員給与費の状況（令和５年度普通会計当初予算）

区　分 職員数
Ａ

給　　与　　費 計
Ｂ

１人当たり
給与費（B/A）給　　料 職員手当 期末勤勉手当

令和５年度 177人 574,854千円 149,942千円 225,916千円 950,712千円 5,371千円
（注）１　職員手当には退職手当、児童手当は含まれていません。
　　　２　職員数は令和５年４月１日現在の人数です。

２ 職員の給与の状況
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③職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（令和４年４月１日現在）
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一 般 行 政 職 38.5歳 271,295円 342,075円
消 防 職 35.0歳 263,776円 327,411円
技 能 労 務 職 51.4歳 265,378円 297,094円

（注）１�　「平均給料月額」とは、令和４年４月１日現在における各職種の職員の基本給の平均です。
　　　２�　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当など

のすべての諸手当額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。

④職員の初任給の状況（令和４年４月１日現在）
区　　　分 黒川地域行政事務組合 宮城県 国

一 般 行 政 職
消 防 職

大学卒 185,200円 192,500円 185,200円
高校卒 154,600円 159,600円 154,600円

技 能 労 務 職 高校卒 151,900円 157,200円 151,900円

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和４年４月１日現在）

区　　　分 経験年数
７年以上10年未満

経験年数
10年以上15年未満

経験年数
15年以上20年未満

一 般 行 政 職
大学卒 232,467円 253,200円 該当者なし
高校卒 該当者なし 231,200円 該当者なし

消 防 職
大学卒 234,050円 259,933円 301,000円
高校卒 203,800円 230,276円 265,700円

技 能 労 務 職 高校卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし

⑥職員手当の状況（令和４年４月１日現在）
区　　分 内容及び支給単価

扶養手当
（国と同じ）

１ 配偶者　　　　　　　　　　　　　　  6,500円
２ 子　　　　　　　　　１人につき　　10,000円
３ 父母等　　　　　　　１人につき　　  6,500円
※�扶養親族である子のうち、満15歳に達する日以後最初の４月１日から満22歳
に達する日以後の最初の３月31日までの間にある子１人につき5,000円加算

住居手当
（国と同じ）

借家、借間に住居している職員
ア 月額27,000円以下の家賃を支払っている職員
　　 家賃－16,000円
イ 月額27,000円を超える家賃を支払っている職員
　　 （家賃－27,000円）×1/2+11,000円　（限度額　28,000円）

通勤手当
（国と同じ）

１ 交通機関等の利用者
　 �１箇月に要する運賃等（最も経済的かつ合理的なもの）で55,000円を限度として
支給

２ 自動車等の利用者（片道２km以上）
　 使用距離（片道）により、2,000円～31,600円

①分限処分の状況
心身の故障による休職：１名 該当者なし

②懲戒処分の状況

３ 職員の分限及び懲戒処分の状況
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（単位：Bq/kg）
採取年月 放射性セシウム134 放射性セシウム137 放射性セシウム合計
令和 5年 6月 不検出 58 58
令和 5年 7月 不検出 57 57
令和 5年 8月 不検出 42 42

基準値：8,000Bq/kg
　当組合では、地域の皆さまが安心できるよう、東日本大震災による東京電力福島原発事故後から現在
まで、一般廃棄物最終処分場に埋立てしている焼却灰の放射性物質測定を実施しております。測定結果
は、環境省で定める基準値を下回っており、埋立て後の最終処分場内の各種測定も基準値を超えるもの
は検出されておりません。今後も定期的に測定を実施します。� 問い合わせ先　業務課　☎345−6481

ごみ焼却施設から生じる焼却灰（飛灰）の放射性物質測定結果

10月は３R 推進月間です

Reduce
（リデュース）

ごみの発生を減らすこと

食べきれる量だけ買う
必要な量だけ買い、食品
ロスを減らしましょう

買い物にはマイバッグを
持参する
ごみとなるレジ袋を減ら
しましょう

Reuse
（リユース）

捨てずに繰り返し使うこと

壊れた家具や家電は修理する
壊れても修理して繰り返
し使いましょう

リサイクルショップや
フリーマーケットを活用する
不要なものは人に譲り、中
古品の活用を検討しましょう

Recycle
（リサイクル）

資源を再利用すること

飲み物の容器はきちんと
分別する
びんや缶、ペットボトル
は分別して出しましょう

コピー用紙や紙袋は雑が
みの回収日に出す
紙類は、燃えるごみに出さず
資源として再利用しましょう

家庭でできる３R！
皆さんは３Ｒという言葉をご存知ですか？
　「Reduce（リデュース）」「Reuse（リユース）」「Recycle（リサイクル）」の頭文字を
とって「３Ｒ」と呼ばれている、ごみの減量化を進めるための大切なキーワードです。
　ごみが増えると焼却量が増え、地球温暖化が進んでしまいます。たとえ小さな行動でも、
一人ひとりが減量化の意識をもって行動すれば、環境を守っていくことに繋がります。
　皆さんも今日から少しずつ、日常生活での３Ｒを意識してみましょう！

◆◇◆◇◆◇◆◇◆
◇◆◇◆◇◆◇◆◇
◆◇◆◇◆◇◆◇◆

◆◇◆◇◆◇◆◇◆
◇◆◇◆◇◆◇◆◇
◆◇◆◇◆◇◆◇◆
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秋の火災予防運動
実施期間　令和５年11月９日（木）～11月15日（水）までの７日間

令和５年度全国統一防火標語

「 火を消して　不安を消して　つなぐ未来 」

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

任 

命 

式

　

今
年
度
も
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
任
命
式

を
実
施
し
、
第
１
施
設
目
と
し
て
、
も
み

じ
が
丘
幼
稚
園
に
て
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
任

命
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
法
被
を
着
用
し
、
防

火
の
誓
い
を
宣
言
、
そ
の
後
任
命
書
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
車
見
学
、
防
火
講
話
、
避
難
訓
練

等
を
実
施
し
、
将
来
の
地
域
防
災
の
担
い

手
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

８
月
２
日（
水
）・
３
日（
木
）

の
二
日
間
、
大
衡
村
牛
野
ダ
ム

湖
に
て
水
難
救
助
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

各
隊
員
が
資
器
材
の
取
扱
方

法
や
要
救
助
者
へ
ア
プ
ロ
ー
チ

を
か
け
る
際
の
注
意
事
項
等
を

改
め
て
確
認
し
、
現
場
活
動
等

に
お
い
て
安
全
・
確
実
・
迅
速

に
対
応
で
き
る
よ
う
技
術
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
難
救
助
訓
練
と
併

せ
て
ボ
ー
ト
取
扱
訓
練
を
実
施

し
、
救
命
ボ
ー
ト
資
器
材
の
取

扱
い
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　

近
年
増
加
し
て
い
る
水
難
事

故
や
大
雨
災
害
等
に
備
え
、
よ

り
一
層
技
術
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

水
難
救
助
訓
練

訓練の様子
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はい！１１９番消防です。
火災ですか？救急ですか？

火災・救急・救助は１１９番へ
１１９番は　あわてず・はっきりと・正確に

救える命を救うために

●令和４年　119番通報受付状況（１日平均14件）
火災 救急 救助 警戒調査 通報訓練 まちがい いたずら 病院照会 その他 合計

件　数 39 3,963 42 5 363 203 16 53 492 5,176
総対比 0.8％ 76.6％ 0.8％ 0.1％ 7.0％ 3.9％ 0.3％ 1.0％ 9.5％ 100.0％

●スマートフォンやスマートウォッチの衝突事故検出機能や誤作動による間違い通報が急増
　間違えて通報してしまった場合は、「間違えました」と伝えてください。無言で切られ
てしまうと確認のため折り返し電話をかけます。状況によっては消防車や救急車が出動する場
合があります。

●休日や夜間で救急車の要請を迷う場合は、下記にご相談ください。

自治体消防発足40周年を記念し、現在の総務省消防庁（旧自治省）によって１９８７年
に制定

11月９日は の日「119番」

黒川地域消防本部指令課からのお願いです

　１１９番通報の内容により応急手当が必要な場合、通報者の方やその場に居合わせた方にご
協力をお願いする場合があります。
　胸骨圧迫（心臓マッサージ）や人工呼吸など、必要な応急手当を電話口でお伝えしますが、
電話を持ちながらの応急手当は困難です。
　有効な応急手当をしていただくためにも、スピーカー（ハンズフリー）機能の活用にご協力
お願いします。
　当消防本部HPでは１１９番通報のポイントや通報時、現場到着時に気を付けていただきた
いこと等のより詳しい情報を掲載していますので、いざという時に備えてぜひご覧ください。

ただし、急に頭が痛い、胸が苦しいといた場合は、迷わず119番通報をしてください。

「宮城県おとな救急電話相談」　　　＃７１１９　または　０２２－７０６－７１１９
　（平日　19時～翌８時・土曜14時～翌８時まで・日曜祝日24時間対応）　
「宮城県こども夜間安心コール」　　＃８０００　または　０２２－２１２－９３９０
　（毎日19時から翌８時まで）

上記以外として当消防本部（345-4161）にもお問い合わせください。

応急手当の方法を電話口でお伝えしております
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救命講習のご案内 一般公募の普通救命講習会予定
普通救命講習
年月日 場　所 時間等
令和５年
11月22日
（水）

黒川消防署 午後６時30分から
午後９時30分まで
（３時間講習）令和６年

１月24日
（水）

黒川消防署
大衡出張所

上級救命講習
年月日 場　所 時間等
令和５年
10月25日
（水）

黒川消防署
大衡出張所

午前９時から
午後５時まで
（８時間講習）

申し込み先　消防本部警防課救急係
　☎345−6888

　

８
月
30
日（
水
）に
新
し
い
救
助

工
作
車
が
納
車
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
車
両
は
「
救
助
工
作
車
Ⅱ

型
」
と
呼
ば
れ
る
車
両
で
、
全
国

で
最
も
多
く
運
用
さ
れ
て
お
り
、

フ
ロ
ン
ト
ウ
イ
ン
チ
や
車
上
ク

レ
ー
ン
を
装
備
し
て
い
る
ほ
か
、

「
交
通
救
助
」、「
建
物
救
助
」、

「
山
岳
救
助
」
な
ど
あ
ら
ゆ
る
救

助
現
場
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
救

助
資
機
材
も
約
２
０
０
種
類
装
備

し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
車
両
と
最
も
異
な
る

特
徴
は
、
軽
量
化
さ
れ
た
ア
ル
ミ

製
ボ
デ
ィ
で
す
。
全
国
的
に
「
消

防
車
両
の
過
積
載
」
が
問
題
視
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
車
両
本
体

を
軽
量
化
し
可
能
な
限
り
多
く
の

装
備
品
を
積
載
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
当
消
防
本
部
で
も
軽
量
化

ボ
デ
ィ
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
従

前
よ
り
多
く
の
装
備
品
を
積
載
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
積
載
ス

ペ
ー
ス
が
左
右
非
対
称
と
な
っ
て

い
る
点
で
す
。
全
国
的
に
見
る
救

助
工
作
車
は
、
左
右
対
称
の
積
載

ス
ペ
ー
ス
で
広
さ
な
ど
も
同
じ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
本
車
両
は
現
場

隊
員
か
ら
の
声
を
多
く
取
り
入
れ
、

各
現
場
を
想
定
し
取
り
扱
い
頻
度

の
多
い
資
機
材
と
そ
う
で
な
い
も

の
を
区
分
け
す
る
こ
と
で
、
よ
り

実
用
性
の
高
い
積
載
ス
ペ
ー
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

【車両諸元】
　・全　　長　　７８３０ｍｍ
　・全　　幅　　２３２０ｍｍ
　・全　　高　　３２２０ｍｍ
　・総排気量　　５１２０ｃｃ
　・乗車人員　　　　　６人
　・総 重 量　１１９６０ｋｇ

救
助
工
作
車
更
新
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公
立
黒
川
病
院

副病院長
整形外科医師　田中　正彦

　

骨
粗
鬆
症
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

方
は
な
ん
と
な
く
骨
が
ス
カ
ス
カ
の

イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
か
と
思
い
ま
す
。

骨
粗
鬆
症
の
定
義
は
「
骨
折
の
危
険

性
が
増
し
た
状
態
」
に
な
り
ま
す
。

骨
が
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
折
れ
そ
う

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

骨
粗
鬆
症
に
な
る
と
骨
が
痛
く
な
る

と
思
わ
れ
て
い
る
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
骨
粗
鬆
症
で
は
何
も
症
状

は
あ
り
ま
せ
ん
。
骨
粗
鬆
症
の
方
が

骨
折
を
起
こ
す
と
初
め
て
痛
み
と
い

う
症
状
が
出
現
し
ま
す
。
当
院
に
も

た
く
さ
ん
の
骨
折
患
者
さ
ん
が
入
院

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
多
い
骨
折
は

腰よ
う

椎つ
い

圧あ
っ

迫ぱ
く

骨こ
っ

折せ
つ

と
大だ

い

腿た
い

骨こ
つ

頚け
い

部ぶ

骨こ
っ

折せ
つ

　

脳
卒
中
に
よ
り
、
後
遺
症
と
し
て

失
語
や
高
次
脳
機
能
障
害
の
他
に
運

動
麻
痺
や
感
覚
障
害
が
残
存
す
る
方

が
全
体
の
約
７
割
を
超
え
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
脳
の
損
傷
を
受
け
た

部
位
に
よ
っ
て
、
症
状
は
千
差
万
別

で
す
。
比
較
的
新
し
い
脳
卒
中
後
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
CI

療
法（constraint-induced m

ovem
ent 

therapy

）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

非
麻
痺
側
上
肢
を
三
角
巾
等
で
固
定

し
、
麻
痺
側
上
肢
を
強
制
的
に
使
用

す
る
治
療
法
で
す
。
脳
卒
中
治
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
グ
レ
ー
ド
Ａ
（
行

う
よ
う
強
く
勧
め
ら
れ
る
治
療
）
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
だ
け
で
な
く
、

ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
等
の
海
外
で
も

根
拠
を
持
っ
て
勧
め
ら
れ
る
治
療
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
１
日
３
～
５
時
間
×

10
日
間
麻
痺
側
上
肢
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
脳
の
損
傷
を
受
け
て
い
な
い

部
位
が
、
損
傷
を
受
け
た
部
位
に
代

わ
っ
て
麻
痺
側
上
肢
を
使
用
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
構
築
す
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
短
期
間
で
集

（
ふ
と
も
も
の
付
け
根
の
骨
折
）
の

２
つ
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん

は
骨
粗
鬆
症
の
治
療
は
受
け
て
お
ら

ず
、
そ
こ
に
転
ん
で
骨
折
し
て
い
ま

す
。

　

骨
折
は
手
術
を
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を

す
れ
ば
元
に
戻
る
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
そ
れ
は
元
気
な
若
者
に
限
っ
て

言
え
る
こ
と
で
す
。
高
齢
の
方
が
骨

折
し
て
し
ま
う
と
順
調
に
治
療
が
進

ん
で
も
怪
我
を
す
る
前
よ
り
歩
い
た

り
、
動
い
た
り
す
る
能
力
が
低
下
し

ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
大
腿
骨
頚
部

骨
折
の
患
者
さ
ん
の
骨
折
後
１
年
以

内
の
死
亡
率
は
10
～
20
％
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
度
骨
折
し
た
患
者

さ
ん
は
骨
粗
鬆
症
の
治
療
を
し
な
い

と
ま
た
次
の
骨
折
を
起
こ
す
た
め
、

二
次
骨
折
予
防
の
目
的
で
骨
粗
鬆
症

の
治
療
を
行
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
と
適
度
な
運
動
が
基
本
で

す
が
、
食
事
と
運
動
だ
け
で
は
骨
密

度
改
善
効
果
は
弱
く
、
薬
に
よ
る
治

療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
骨
粗
鬆
症

の
治
療
で
一
番
良
い
の
は
最
初
の
骨

折
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
予
防
す
る

こ
と
で
す
。
骨
粗
鬆
症
に
興
味
を
持

た
れ
た
方
は
黒
川
地
域
の
各
自
治
体

の
健
康
診
断
に
骨
粗
鬆
症
検
診
が
あ

り
ま
す
の
で
受
け
て
み
て
下
さ
い
。

中
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
こ
と
で
、
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
慢
性
期
の
脳
卒
中
患
者
さ
ん

に
も
効
果
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
CI

療
法
後
も
効
果
が
持
続
さ
れ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
日

常
生
活
で
麻
痺
側
上
肢
を
使
用
す
る

こ
と
で
す
。
生
活
の
な
か
で
麻
痺
側

上
肢
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が

結
果
的
に
機
能
向
上
へ
繋
が
り
ま
す
。

動
か
し
に
く
い
手
を
強
制
的
に
使
用

す
る
た
め
、
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
は

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
出
来
る
課
題
か
ら
無

理
な
く
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

患
者
さ
ん
の
「
良
く
な
り
た
い
！
」

と
い
う
気
持
ち
が
強
い
方
が
多
く
、

最
後
は
「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う

感
想
を
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

※�

CI
療
法
に
は
適
応
基
準
が
あ
り
、

当
院
で
は
医
師
の
指
導
の
下
CI
療

法
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

骨
粗
鬆
症

（
コ
ツ
ソ
シ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
）

脳
卒
中
後
の
リ
ハ
ビ
リ

（
CI
療
法
）

病
棟
作
業
療
法
士　

山
口
か
な
え

CI療法の様子
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材
料（
２
人
分
）

人
参　

�

１
５
０
ｇ

ツ
ナ
缶　

�

50
ｇ

卵　

�

１
個

油　

�

小
さ
じ
１

和
風
顆
粒
だ
し �

小
さ
じ
１

塩　

�

少
々

　

人
参
の
原
産
地
は
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
で
あ
り
、
ト
ル
コ
を
経
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
っ
た
西
洋
種

と
ア
ジ
ア
東
方
に
伝
わ
っ
た
東
洋

種
が
あ
り
ま
す
。
現
在
日
本
で
流

通
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は

西
洋
種
に
な
り
ま
す
。

　

緑
黄
色
野
菜
の
代
表
格
で
カ
ロ

テ
ン
は
人
参
の
英
語
名
「
キ
ャ

ロ
ッ
ト
」
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

カ
ロ
テ
ン
は
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、

体
内
で
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
代
わ
り

働
き
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
免
疫

力
を
高
め
、
皮
膚
や
粘
膜
を
強
く

し
、
動
脈
硬
化
や
老
化
予
防
に
効

果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
カ
リ
ウ
ム
や
食
物
繊
維
も

多
く
含
ま
れ
、
カ
リ
ウ
ム
は
余
分

な
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
排
泄
を
促
し
血

圧
を
下
げ
る
手
助
け
や
む
く
み
の

改
善
に
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

カ
ロ
テ
ン
は
皮
の
下
に
多
く
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
調

理
す
る
か
出
来
る
だ
け
薄
く
皮
を

作
り
方

①�
人
参
は
き
れ
い
に
洗
い
、
千
切

り
に
し
ま
す
。

②�

フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
入
れ
、
中

火
で
人
参
を
炒
め
、
油
切
り
し

た
ツ
ナ
缶
を
入
れ
ま
す
。

③�

人
参
に
火
が
通
っ
た
ら
、
和
風

だ
し
を
入
れ
塩
で
味
を
調
え
ま

す
。

④�

溶
き
卵

を
入
れ

て
軽
く

炒
め
れ

ば
出
来

上
が
り
。

む
き
ま
し
ょ
う
。
脂
溶
性
な
の
で

油
な
ど
で
調
理
す
る
と
体
内
へ
の

吸
収
が
よ
く
な
り
ま
す
。

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

季
節
の
料
理
の
レ
シ
ピ

「
人
参
し
り
し
り
」

栄
養
室
室
長　

小
岩　
陽
子

受付時間：平日　午前８：00～11：30  ／  午後１：30～４：00
　　　　　土曜　午前８：30～11：30
土曜 午後 及び、日曜・祝祭日・年末年始 は、全科休診です。
　
詳しい診療時間や予約方法については、下記のURLからホームページを
ご確認ください。
URL：https://www.jadecom.or.jp/jadecomhp/kurokawa/html/

　新型コロナウイルス感染症が令和５年５月８日から５類へ移行と
なりましたが、当院では、院内感染防止のため、院内でのマスク着
用、入口での手指消毒、検温を引続き実施しております。

問い合わせ先　公立黒川病院　☎345-3101

公立黒川病院からのお知らせ
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９
月
１
日（
金
）・
２
日（
土
）の

二
日
間
に
わ
た
り
、
総
合
防
災
訓

練
が
石
巻
市
で
実
施
さ
れ
、
当
消

防
本
部
か
ら
は
３
隊
９
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
４
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
た
本
訓

練
は
、
災
害
時
に
お
け
る
防
災
活

動
の
円
滑
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、

防
災
関
係
機
関
相
互
の
協
力
体
制

の
強
化
と
地
域
住
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
を
図
る
も
の
で
、
１
日
目

に
は
本
訓
練
初
の
試
み
と
し
て
女

性
職
員
の
宿
営
環
境
の
検
証
も
行

い
、
当
消
防
本
部
か
ら
も
女
性
職

員
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
大
規
模
災
害
を
想

定
し
た
土
砂
災
害
救
出
訓
練
等
を

行
い
、
他
の
防
災
関
係
機
関
と
の

協
力
体
制
を
改
め
て
確
認
し
な
が

ら
、
災
害
対
応
力
の
強
化
を
図
り

ま
し
た
。

　
８
月
20
日（
日
）、
大
和
町
ま

ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
総

勢
３
０
５
名
に
よ
る
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
本
研
修
会
は

地
域
に
お
け
る
火
災
予
防
意
識

の
高
揚
及
び
ク
ラ
ブ
員
の
融
和

と
団
結
を
図
り
、
地
域
か
ら
火

災
を
な
く
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
４
年

ぶ
り
に
ク
ラ
ブ
員
が
一
堂
に
会

し
て
の
研
修
と
な
り
、
防
火
音

頭
等
を
披
露
し
ま
し
た
。

宮
城
県

　
９
．１
総
合
防
災
訓
練
参
加

第
45
回
黒
川
地
区

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
研
修
会
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